
資生堂・UN Womenの 
活動とタイアップした 
SGH課題研究ゼミの運営

愛知県立旭丘高等学校



１　SGH課題研究ゼミについて 

　・グローバルリーダーを目指し、25名で活動 
　　　　　　　　　　　　　　　（28年度までは30名） 
　・１年間、グローバル化で生じた課題の解決策を考える 
　・毎週火曜日授業後100分、地歴公民科の教員５名の指導



◆ステップ１（５月～10月、インプットと探求） 
　・講義、生徒の研究発表、討論 
　・第一線の研究者の講義、国内巡検 
　　　　　　（28年度までは東京と大阪の２ヵ所）  

◆ステップ２（11～12月、海外からの視点） 
　　（韓国・高陽国際高校の生徒も同じテーマに取り組む） 
　・互いの意見を英文で相手校に送付 
　・韓国訪問→意見交換を英語で実施 

◆ステップ３（１～３月、アウトプット） 
　・ゼミ生が全校生徒相手にワークショップ 
　・課題の解決法を一緒に考える



２　資生堂・UN Womenとのタイアップのきっかけ 

　・28年度東京巡検テーマ＝グローバル企業のCSR活動 
　・資生堂のビジネス行動要請事業（バングラディシュ） 
　　の取材 
　・若者向けジェンダー平等啓発事業への参加呼びかけ 

　※「女性の社会参画」問題＝ゼミのテーマにふさわしい



５/10(水)
【第１回ゼミ】講義＋討論「グ
ローバル化とは何か」

画一化に対する多様性の尊重、あなたのライフプラン・キャリアプラン、日韓で進まない女性の社
会参画

５/30(火)
【第２回ゼミ】講義＋討論「日
本の雇用の変化」

日本型雇用と女性の社会参画、問題の所在の確認

６/13(火)
【第３回ゼミ】グループ内中間
発表

ゼミ生を５グループに分け、５テーマを分担。文献、独自のアンケートなどに基づいて班別発表を
するための準備 
・テーマの中を５つに分けた場合、一人８分のプレゼンを実施＝計40分 
・提示された問題点について班ごとに討論

６/20(火)
【第４回ゼミ】テーマ１「日本
の女性労働の現状と課題」

「男女雇用機会均等法とコース別人事について」筒井 
「男性中心の会社組織について」森 
「無限定な働き方と非正規雇用について」早川 
「男女の賃金格差」飯澤 
「マタニティ・ハラスメントと女性の社会参画について」石塚

６/27(火)
【第５回ゼミ】テーマ２「日本
の男女別役割分担意識の現状と
課題」

「日本の専業主婦家庭と共働き家庭について」上埜 
「これから必要とされる制度とは」杉浦 
「夫婦別姓と家族の帰属意識について」今井 
「男女の役割分担に対する意識について」増田 
「夫婦格差の拡大」中原

７/５(水)
【第６回ゼミ】テーマ３「日本
の外国人労働者の現状と課題」

「外国人労働者の働き方について・現状と課題」平田 
「受入体制の推移とビザ発給」南出 
「在日ブラジル人について」伊藤 
「外国人労働者の現状と課題について」原 
「日本の介護、看護、保育における外国人労働者」小西

７/15(土)/
16(日)

【大阪巡検】

・生野コリアタウン（(1)講義＝在日外国人との共生／(2)見学＝在日コリアンの生活） 
・リバティおおさか（(3)見学＝在日コリアンの歴史と差別克服） 
・国立民族学博物館（(4)見学＝韓国の社会・文化／(5)講義＝日本に住むネパール人労働者） 
・立命館国際平和ミュージアム（(6)見学＝近代日本の戦争と戦後責任）

10/３(火)
【第７回ゼミ】テーマ４「女性
のエンパワーメントに対する各
国の取組みと日本への適用」

「アジアの女性の労働参加率」蘭 
「アメリカ・女性進出への動き」山下 
「スウェーデンの女性の社会参画に対する取組みと日本への適応」北村 
「オランダのワークシェアリングについて」山田 
「デンマークの雇用」間瀬

10/10(火)
【第８回ゼミ】テーマ５「日本
の少子高齢化の現状と課題」

「日本の人口問題について」永井 
「結婚、出産に対する意識-少子化に歯止めをかけるためには-」佐藤 
「女性の社会進出と出生率の関係」稲田 
「待機児童問題と保育士の実態」申 
「日本の少子高齢化の現状と課題」石原

３　29年度の活動



10/14(土) 【中間発表】 資生堂・UNwomen主催の「HeforShe ジェネレーションＺからの提言」（国連大学）で代表生徒５
人が発表。テーマは「男女協働社会の実現」

10/17(火)
【第９回ゼミ】「日韓の歴史問題と
戦後補償」

教員の講義＋討論（班ごと）（韓国巡検に向けた班編成）

10/24(火)
【第10回ゼミ】「日韓の歴史問題
と戦後補償（韓国人留学生参加）

留学生との討論

11/７(火)
【第11回ゼミ】交流会・自己紹介
準備（韓国人留学生参加）

韓国語による自己紹介／学校紹介、日本文化紹介（韓国語または英語）／模擬討論（英語）

11/14(火)
【第12回ゼミ】韓国送付英文要旨
の検討・事前説明会

班ごとに討論するテーマの意見を検討（日本語）

12/５(火)
【第13回ゼミ】韓国側発表要旨の
検討

韓国側意見に対する質問と意見を班ごとに検討（日本語→英語）

12/15(金)～
18(月) 【韓国巡検】

国立中央博物館／戦争記念館／景福宮・宗廟／西大門刑務所博物館／高陽国際高校生徒との交流会／
高陽国際高校生徒とのソウル市内フィールドワーク／高陽国際高校生徒との意見交換会／高陽国際高
校／自由の橋

１/16(火) 【第14回ゼミ】韓国巡検のまとめ 意見交換会の結果を班ごとに検討

１/23(火)
【第15回ゼミ】韓国巡検のまとめ
（韓国人留学生参加）

意見交換会の結果を韓国人留学生を交えて班ごとに検討

２/27(火) 【成果発表会準備】 成果発表会の内容について企画立案

３/９(金) 【成果発表会】 ゼミ生による全校生徒対象のワークショップ 
（女性の社会参画はなぜ進まないか、若者の性別役割分担意識、対等な共働きを実現するには）



◆ステップ１（インプットと探求） 
　・講義・発表 
　　　欠かせない「女性の社会参画」 
　　　性別役割分担のデメリット、男女平等の制度整備進む 
　・討論 
　　　仕事で活躍できない女性が多いのはなぜ？　何が障害？　 
　　　外国では？ 
　・資生堂ワークショップ 
　　　バングラでの女性支援活動、「資生堂インパクト」 
　・「He for SheジェネレーションZからの提言」全国大会 

（国連大学）
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図１「男は仕事、女は家庭」という考え方に対する意識
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図11　自分が希望する働き方
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図12　結婚相手に求める働き方

★根強い性別役割分担意識★ 
　・身近なところにロールモデルがない 
　・女子生徒が男子生徒の考えを変えるべき 
　・ロールプレイングゲームを開発する



◆ステップ２（海外からの視点） 

「仕事と家庭を天秤にかけたら？」（日韓女子生徒への質問） 

　　・日本の高校生→家庭をとる 
　　・韓国の高校生→仕事をとる 
　　　　　（晩婚化・少子化が進む） 

　　　韓国＝日本以上に教育に親がおカネをかける 
　　　　　　親に恩返しをしたいという強い気持ち？ 
　　　　　　　　　　　　　　　　（儒教の道徳観） 



◆ステップ３（アウトプット） 
「女性の社会参画」を進めるためのワークショップ 

・ロールプレイングケームの実施 
　「男は仕事、女は家庭」と「夫婦共働きで家事分担」 
　　世帯あたりの生涯収入が多いのはどちら？ 

　　　　　男女ペアで、 
　　　　　漢字の書き取りを報酬のある仕事、 
　　　　　折り紙を無報酬の家事に見立てて試す 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実際には２億円の差 

　※わかりやすくて楽しかったと好評



４　30年度の活動 

・資生堂・UN Women主催のジェンダー平等啓発事業 
（２年目） 

　　　高校に絞って募集（全国25校エントリー） 
　　　各校ごとにワークショップ 
　　　提言の審査→８校が全国大会 

・本校のゼミ　テーマ「格差問題」 
　　　雇用格差、国籍による格差、南北格差、教育格差 
　　　　　　　　　の中で男女間格差を考える



５　企業のCSR事業と学校がタイアップすることのメリット 

　学校にとって 
　　・先進的な企業の取り組みを知る（社会への眼差し） 
　　・生徒のモチベーションを高める 

　企業にとって 
　　・CSR事業としての評価 
　　・高校生の意見がイノベーションにつながる 

Win-Winの関係



日本政策金融公庫と連携した総合学習の時間
（SG総合）

課題解決型ビジネスプラン

愛知県立旭丘高等学校



各クラス、８グループ構成とする → 社会の中の課題を発見する → 現実とのギャップを埋めるべく打ち手
を考える → 具体的なビジネスプランを作成する → 英語ポスターを作成する
→ 全体発表会を実施する

さらに・・・
現代社会が抱える経済問題について英語論文を作成する

・社会の課題を発見 ・情報・データを読み取る（英語） ・各自で思考し、発信する（英語）

SG総合（対象：２年生普通科８クラス ３１５名）

思考を深め、発信力を高めることを目的に、社会の仕組み、地域

の課題をより良いものに変えるビジネスプランをグループで協働

活動し、作成したプランを英語ポスターにして発表する。



日本政策金融公庫と連携した

「総合的な学習の時間 SG総合」

１．年間３回の出張授業（講演）

①ビジネスアイデアの発想（６月）

②ビジネスプランの作り方～実践編～（７月）

③ビジネスプラン生徒発表への助言（１０月）

２．日本政策金融公庫主催「高校生ビジネス・グランプリ」への

エントリー（９月）・ビジネスプランシート提出（１０月）

８クラス×８グループ＝計６４チーム

３．日本政策金融公庫主催「高校生ビジネス・グランプリ」

審査結果・フィードバック（12月）

１チームがベスト１００に選出・学校賞受賞



ビジネスアイデアの発想 ビジネスプランの作り方～実践編～



出張授業 ビジネスアイデアの発想 出張授業 ビジネスプランの作り方
（生徒発表）



「高校生ビジネス・グランプリ」ビジネスプランシート 審査結果・フィードバック



ビジネスプラン

英語ポスター

（各グループで作成）



ビジネスプラン

全体発表
ポスタープレゼンテーション
（英語）



日本政策金融公庫主催の高校生ビジネスグランプリ

表彰（本校にて）

学校賞・ベスト１００選出チーム



京都大学ポスターセッション
（平成３０年３月）

出場チームのビジネスプラン

「新たな病院情報検索サービス
MAP ｐｒｏｊｅｃｔー
について」



日本政策金融公庫主催
「第５回 高校生ビジネスプラン・グランプリ」

ベスト１００選出チームのビジネスプラン
「おいでませ、夢の舞台！YOUとオタクの巡礼ツアー」

～外国からの観光客誘致の観光ビジネスと文化交流～

東海３県Award２０１７（１月２０日）のプレゼンテーション
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